
弁護士　水谷　実

名
古
屋
刑
務
所
に
収
容
さ
れ

て
い
た
受
刑
者（
40
代
男
性
）が
、

6
か
月
余
の
間
、昼
夜
間
単
独
室

で
処
遇
さ
れ
ま
し
た
。
運
動
、
入

浴
時
間
以
外
は
、
約
4
畳
の｢

単

独
室｣

で
過
ご
し
、
他
の
受
刑
者

と
交
流
す
る
機
会
が
奪
わ
れ
ま

す
。
受
刑
者
は
罪
を
犯
し
た
処

罰
と
し
て
刑
務
所
に
収
容
さ
れ

る
の
で
す
が
、
社
会
に
復
帰
し
、

再
び
犯
罪
を
犯
さ
な
い
た
め
に

は
、
刑
務
所
の
中
で
も
他
の
受
刑

者
と
の
交
流
な
ど
社
会
性
を
回

復
さ
せ
る
た
め
の
取
組
が
必
要

で
す
。
昼
夜
単
独
室
処
遇
は
、社

会
性
を
失
わ
せ
る
の
で
、
受
刑
の

目
的
を
阻
害
し
ま
す
。
ま
た
、長

期
間
、
孤
独
で
、
閉
塞
感
の
強
い

単
独
室
に
収
容
さ
れ
る
の
は
、
人

間
に
は
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
で

す
。
こ
の
受
刑
者
は｢

地
獄
だ
っ

た｣

と
裁
判
所
で
証
言
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
精
神
的
に
も
変
調

を
来
た
し
、釈
放
後
精
神
科
に
も

通
院
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

名
古
屋
地
方
裁
判
所
は
、

２
０
１
８
年
9
月
6
日
、
こ
の
よ

う
な
処
遇
は
違
法
で
あ
る
と
判

断
し
、国
に
損
害
賠
償
を
命
ず
る

判
決
を
下
し
ま
し
た（
国
は
控
訴

せ
ず
確
定
）。

２
０
０
６
年
に
監
獄
法
が
改

正
さ
れ
て
以
降
、昼
夜
単
独
室
処

遇
が
違
法
で
あ
る
と
判
断
し
た

判
決
は
、
全
国
的
に
も
こ
の
判
決

が
初
め
て
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
件
は
、
他
事
務
所
の
二
人

の
弁
護
士
の
他
、
私（
田
原
）が

担
当
し
ま
し
た
。

愛
知
県
内
の
商
業
高
校
に
勤

務
し
て
い
た
Ｋ
教
員
が
42
歳
の

若
さ
で
亡
く
な
っ
た
過
労
死
事

件
に
お
い
て
、
平
成
30
年
１
月

25
日
、
名
古
屋
高
等
裁
判
所
は
、
原

審
に
続
き
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

基
金
が
行
っ
た
公
務
外
認
定
処
分

を
取
り
消
す
旨
の
判
決
を
下
し
、
無

事
確
定
し
ま
し
た
。

こ
の
事
件
は
、当
事
務
所
の
森
田
、

福
井
、
田
原
及
び
水
谷
の
４
名
体
制

で
取
り
組
み
、
約
６
年
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
実
を
結
び
ま
し
た
。
愛
知

県
内
の
高
校
で
起
き
た
過
労
死
事

件
に
お
い
て
公
務
災
害
認
定
を
受

け
た
の
は
本
件
が
初
め
て
で
す
。

Ｋ
教
員
の
同
僚
の
皆
さ
ん
が
口

を
揃
え
て
、「
あ
の
人
は
過
労
死
に

間
違
い
な
い
」と
話
す
一
方
、
タ
イ

ム
カ
ー
ド
に
よ
る
労
働
時
間
管
理

の
な
さ
れ
て
い
な
い
教
員
労
働
の
現

状
が
壁
と
な
り
、
労
働
時
間
の
立
証

の
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
労
働
組
合
の
皆
さ
ん
の

尽
力
あ
っ
て
、
Ｋ
教
員
の
労
働
実
態

を
詳
細
に
再
現
で
き
た
こ
と
、
そ
し

て
、
元
同
僚
の
方
か
ら
の
具
体
的
な

証
言
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

が
、
今
回
の
良
い
結
果
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
タ
イ
ム
カ
ー
ド
が
導

入
さ
れ
た
愛
知
県
内
の
高
校
も
数

校
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
の
判

決
が
、
教
職
員
の
労
働
環
境
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
の
助
け
と
な
れ

ば
幸
い
で
す
。弁

護
士

田
原
　
裕
之

－

精
神
的
苦
痛
に
賠
償
を
命
ず
る
判
決

第61回日本弁護士連合会人権擁護大会の分科会実行委員として、5月に英国、
6月にスウェーデンへ視察に行きました。人権大会と併せてご報告します。

■英国
　～若者から社会を変える～
　労働組合、Tax Justice Network、
反緊縮運動団体などを訪問し最も印
象深かったのは、コービン氏を労働
党党首に押し上げた若者団体「モメン
タム」創始者の「『社会をより良くした
い』という希望をもった運動こそが持
続する」との発言でした。

■スウェーデン
　～みんなで支え合う社会～
　中央学習補助委員会、学校選挙本
部、余暇活動センター、国会議員、自
治体などを訪問し、普遍主義の福祉政
策は、徹底した民主主義教育と、充実
した余暇活動による“支え合いを体感
できる環境”に基づいていることを痛
感しました。

■青森シンポジウム
　「社会保障の崩壊と再生
　　　　　　　―若者に未来を」
　①本田由紀東大教授の基調講演、②
若者未来サミット、③本田氏・井手英
策氏・後藤道夫氏・諏訪原健氏によ
るパネルディスカッションの豪華三本
立て。私は②サミットの進行役として
日本とスウェーデンの若者達14名と
打合せを重ね、日本の若者が競争と自
己責任論に苦しんでいることを伝える
とともに、“ありのままの自分でいて
いい”“試行錯誤する時間と経済的保
障がある”という“希望を抱ける社会”
を訴える場を若者達と作りました。
　翌日の人権擁護大会では、分科会が
提案した「若者が未来に希望を抱くこ
とができる社会の実現を求める決議」
が圧倒的多数で可決。今後、決議に基
づく実践を進めていきます。

弁護士　北村　栄

全国で
若手弁護士が
活躍しています！

高校教員の
過労死事件で

　　　　　　を獲得

―海外視察と日弁連人権擁護大会(青森)のご報告―

～青年法律家協会の議長を
　　　　経験して思うこと～

弁護士　久野　由詠

一昨年の６月の全国総会で議長に選ばれてから２年目を迎え、東
京での執行部会議にも慣れてきましたが、関連用事もあり週１回は東
京に通う日々です。
議長になり、若手弁護士が伸び伸び元気に活躍できるようにと、「楽

しく、息長く、創発的に」をスローガンに掲げました。年に４回全国
会議を行い、昨年の京都総会では「志・使命」をテーマにして、憲法
問題、未来を担う後継者支援問題等を話し合いました。
今年は、青法協の設立趣意である「憲法擁護」に力を入れて取り組

まねばならない年になりそうです。また、青法協のロゴマークやゆる
キャラの作成、「弁護士になりたいあなたへ」の第３弾の出版等の実
現を目指します。
議長として感じるのは、若手弁護士が、「人権活動と経営の両立」

という困難な課題にチャレンジしながらも、献身的に力強く活躍して
いる姿です。私も大きな刺激を受けて、さらに、一人ひとりの若手会
員が弁護士として力を付け、充実した人生を送り、そして世の中の発
展に貢献出来るよう、自分の持てるものを総動員して全力で応援し
ていきたいと思っています。

若者が希望を抱ける
「普遍主義の福祉社会」へ

　　　　　　公務災害認定

夜
昼

名
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屋
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で
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か
月
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室
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遇
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